
勝
部
如
春
斎
（
か
つ
べ
・
じ
ょ
し
ゅ
ん
さ
い
）
は
江
戸
時
代
中
期

に
、
西
宮
の
裕
福
な
造
り
酒
屋
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
坂
で
狩
野
派

を
学
び
ま
す
が
、
前
半
生
の
詳
し
い
経
歴
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

三
十
代
後
半
か
ら
数
年
の
間
に
、
妻
や
子
供
を
相
次
い
で
失
う
と

い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
如
春
斎
は
、
そ
の
頃
か
ら
一
層
画
業
に
精

進
し
ま
す
。
亡
き
妻
の
追
善
の
た
め
に
東
福
寺
に
あ
る
明
兆
作
の

「
三
十
三
観
音
図
」
を
模
写
し
て
市
内
の
茂
松
寺
に
納
め
た
、

三
十
三
幅
も
の
大
作
が
今
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
左
大

臣
九
条
尚
実
に
「
如
春
斎
」
の
号
を
賜
わ
り
、
以
降
如
春
斎
は
作
品

に
「
台
賜
如
春
斎
」
の
落
款
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

知
ら
れ
て
い
る
如
春
斎
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
如
春
斎
と
号
す
る

よ
う
に
な
っ
た
後
に
、
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

残
さ
れ
た
作
品
に
み
る
如
春
斎
の
画
風
は
、
と
き
に
豪
華
で
あ
っ

て
も
繊
細
で
可
憐
（
か
れ
ん
）、
上
質
な
雰
囲
気
の
に
じ
み
出
た
も

の
で
、
狩
野
派
の
手
法
に
の
っ
と
っ
た
手
堅
い
技
量
が
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
郷
土
の
画
人
の
主
要
な
作
品
50
点
余
り
を

一
堂
に
会
し
、そ
の
画
業
を
美
術
館
で
初
め
て
紹
介
し
ま
す
。ま
た
弟

子
と
い
わ
れ
て
い
る
森
狙
仙
や
大
岡
春
卜
な
ど
摂
津
を
中
心
に
活
躍

し
た
同
時
代
の
画
人
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
展
観
し
ま
す
。
如
春
斎
の

生
き
た
18
世
紀
の
、豊
か
な
文
化
的
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

勝部如春斎「小袖屏風虫干図巻（部分）」大阪市立美術館蔵…6㍍ある巻物
の全図を展示。細密描写が素晴らしく、小さな画面の中で何点もの作品を目
の当たりにしているようです。この一作だけで、如春斎の実力を充分に知る
ことができます。
勝部如春斎「三十三観音図　大自在天身」茂松寺蔵…如春斎が亡くなった妻
の為に描き、奉納した掛け軸で、題名のように全部で三十三幅ある大作です。
※会期中、半分ずつ展示
勝部如春斎「松桜に孔雀図」弘誓寺（池田市）蔵…如春斎と縁が深い池田市
などの3つの寺院の襖（ふすま）絵を展示。大画面にも腕を奮った如春斎の、
豪華絢爛（けんらん）でありながらも上品な作風を知ることができます。

《上段》

《中段》

《下段》

【
日
時
】
4
月
1
日
（
土
）午
後
2
時
か
ら

【
定
員
】
1
0
0
人
。当
日
先
着
順（
受
付
は
1
時
半
か
ら
）

◇
記
念
講
演
会

◇
連
続
講
座

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

【
日
時
・
内
容
】
い
ず
れ
も
日
曜
午
後
2
時
か
ら
▽
4
月
9

日
…
勝
部
如
春
斎
に
つ
い
て
▽
16
日
…
18
世
紀
の
池
田
文

化
と
担
い
手
た
ち
〜
画
人
を
中
心
に
▽
23
日
…
18
世
紀
の

西
宮
〜
勝
部
如
春
斎
を
生
ん
だ
社
会
▽
30
日
…
「
天
下
の

台
所
」
に
お
け
る
大
坂
画
壇
〜
江
戸
中
期
の
大
坂
絵
画
史

【
定
員
】各
日
50
人
。
当
日
先
着
順（
受
付
は
1
時
半
か
ら
）

【
日
時
】
4
月
8
日（
土
）・
22
日（
土
）の
午
後
2
時
か
ら

【
内
容
】
担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

【
申
込
】
不
要

◇
内
田
美
苗
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
4
月
29
日
（
土
・
祝
）午
後
2
時
か
ら

【
対
象
】
小
学
生
以
上　

【
定
員
】
1
0
0
人
。先
着
順

【
申
込
】
3
月
30
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
同
館

〜
オ
ー
タ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

木
村
重
圭
氏

「
勝
部
如
春
斎
と
大
坂
画
壇
に
つ
い
て
」

▽
リ
ピ
ー
タ
ー
割
引
：
本
展
チ
ケ
ッ
ト

半
券
の
呈
示
で
、会
期
中
2
回
目
以
降

の
入
館
料
が
2
0
0
円
引
き
▽
西
宮
市

在
住
65
歳
以
上
は
4
0
0
円
▽
コ
コ
ロ

ン
カ
ー
ド
・
の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
を

呈
示
の
小
・
中
学
生
、心
身
に
障
害
の
あ

る
人
お
よ
び
介
助
者
1
人
は
無
料

※
い
ず
れ
も
要
証
明
書

0
7
9
8
・
3
3
・
0
1
6
4

中
浜
町
4

－
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今号の主な記事

Nishinomiya City News

平成２９年（２０１７年）

３ ２５
１５００号

携
帯
版
サ
イ
ト

◇西宮市まちづくり賞の受賞者決定
◇国民健康保険のお知らせ
◇甲子園浜の一部立ち入り制限
◇保健だより
◇小型家電リサイクルにご協力を
◇にしのみやさくらまつりを開催

２面

４面

８面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２面

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
８面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P P

《
交
通
》阪
神
電
車「
香
櫨

園
」駅
下
車
徒
歩
約
6
分
。

香
櫨
園
小
学
校
西
隣

イ
ベ
ン
ト

い
ず
れ
も
要
入
館
料

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

開
館
時
間
：
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
半
ま
で
）。

水
曜
休
館
（
5
月
3
日
は
開
館
）

※
会
期
中
に
展
示
替
え
あ
り
。
前
期
：
4
月
1
日
〜
18
日

後
期
：
4
月
20
日
〜
5
月
7
日

入
館
料
：
8
0
0
円
／
高
校
・
大
学
生
6
0
0
円

小
・
中
学
生
4
0
0
円

4
月
1
日    

―
5
月
7
日    

土

日

2
回
目
以
降
の
入
館
料
が
安
く
な
る
「
リ
ピ
ー
タ
ー
割
引
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

郷土の画人、美術館初の展覧会郷土の画人、美術館初の展覧会
圧巻の金屏風圧巻の金屏風・襖絵・襖絵


